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　近年，注目される認知行動療法のひとつとして
Acceptance and Commitment Therapy（以下，ACT とす
る）がある。ACT は慢性疼痛，混合不安，うつ病，
強迫性障害，精神病に対して特に有効性が認められて
いる（Society of Clinical Psychology, 2016）。ACT の治
療目的は心理的柔軟性を高めることであり，心理的柔
軟性を阻害するプロセスとしては，体験の回避や認知
的フュージョンが挙げられる（Figure 1）。体験の回避
とは，不快な私的出来事（例：身体感覚，情動，思考，
記憶）との接触を避け，その形態や頻度，状況を変容
しようとすることである（Hayes, Strosahl, & Wilson, 
1999）。認知的フュージョンとは，行動に柔軟性がな
く，実際に体験している環境の結果よりも，言語ネッ
トワークによる影響を受けている状態を指す（Bach ・
Moran, 2008 武藤監訳　2009）。ACT では，体験の回
避の代替行動として，アクセプタンスを促進させる。
アクセプタンスとは，“その瞬間ごとに体験する事柄
に対して意図的に，オープンで，受容的で，柔軟で，
批判的ではない姿勢をとること”である。また，認知

的フュージョンに対しては，進行中の認知プロセスと
認知の内容を切り離すという脱フュージョンを促進さ
せ る（Hayes, Strosahl, & Wilson, 2012 武 藤 監 訳　
2014）。さらに，個人の価値に基づいた活動を増やし，
人生の生活の質を高める。
　体験の回避や認知的フュージョンといったプロセス
変数の程度を測定することは , ACT の臨床や研究を進
めるうえで重要である。そのため，多くの研究者に
よってプロセス変数の程度を測定する質問紙が作成さ
れた。例えば，体験の回避の程度を測定するために，
Acceptance and Action Questionnaire-II が 作 成 さ れ

（Bond et al., 2011），認知的フュージョンを測定するた
めに，Cognitive Fusion Questionnaire が作成されてい
る（Gillanders et al., 2014）。上記以外にも様々な ACT
のプロセス変数の尺度が開発されており，それらの質
問紙を用いることで，ACT のプロセス変数と各精神
疾患の関連性が明らかにされてきた。
　しかしながら，質問紙による測定にも限界がある。
例えば，質問紙には社会的望ましさの要因によって，
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本人の態度を正確に測定できないという可能性がある
（Arnold & Feldman, 1981）。また，Levin, Haeger, and 

Smith （2017）は，体験の回避を行う者は質問紙への
回答の際に，自らの考えや感情を抑制する可能性があ
り，質問紙では体験の回避の程度を上手く測定できな
いことを指摘している。これらの問題を解決する方法
として，Implicit Relational Assessment Procedure（以下，
IRAP とする）（Barnes-Holmes, Barnes-Holmes, Stewart, 
& Boles,  2010）の使用が考えられる。

IRAP とは

　IRAP は，人間の言語と認知に対して行動分析学的
な説明を行う関係フレーム理論（Hayes, Barnes-
Holmes,& Roche, 2001）から発展した PC 認知課題で
あ る。IRAP は 潜 在 的 認 知 を 測 定 す る Implicit 
Association Test（以下，IAT とする）や関係文脈手が
かりを測定する Relational Evaluation Procedure から派
生 し た 課 題 で あ り（Barnes-Holmes, Barnes-Holmes, 
Power, Hayden, Milne, & Stewart, 2006），IAT のように
刺激間の総体的な連合強度を測定するのではなく，刺
激間の関係反応の強さを測定するために作成された

（Barnes-Holmes et al., 2010）。IRAP は，反応潜時を利
用したアセスメントツールであり，参加者は 2 ～ 3 秒
の制限時間のもと，特定の刺激関係の組み合わせにつ
いて，一致試行と不一致試行への回答が求められる

（Barnes-Holmes et al., 2010）。課題では，PC スクリー
ンの上段に見本刺激（例：私は），中段にターゲット
刺激（例：親切），下段に反応選択肢が二つ表示され
る（例：はい，いいえ）。そして，「はい」と回答する
ことが正解となる一致試行と「いいえ」と回答するこ
とが正解となる不一致試行への回答を複数回行っても
らい，それらの反応潜時の差が IRAP の得点として使
用される。IRAP の基本的な考えは，個人の学習歴や
信念と一致する項目（例：私は―親切―はい）への反
応は，不一致の項目（例：私は―親切―いいえ）より
も早くなるというものである（Golijani-Moghaddam, 

Hart, & Dawson, 2013）。
　IRAP で算出される得点は，Relational Elaboration 
and Coherence Model（以下，REC Model とする）か
ら説明がなされている（Barnes-Holmes et al., 2010）。
REC Model では，人間が示す関係反応は時間経過と
と も に 短 時 間 の 即 時 的 な 関 係 反 応（brief and 
immediate relational responses （以下，BIRR とする）か
ら，派生的で精緻化された関係反応（extended and 
elaborated relational responses（以下，EERR とする）
へ移り変わると考えられている（大月・木下，2011）。
例えば，人前でのスピーチを頼まれた際に，BIRR で
は「人前でのスピーチは嫌だな」という反応が出るか
もしれないが，時間経過とともに，様々な文脈要因が
付加され，EERR は「スピーチを引き受けます」とい
う内容であるかもしれない。IRAP は BIRR を測定し，
質問紙等の顕在指標は EERR を測定しているため

（Hughes & Barnes-Holmes, 2012），IRAP を用いること
で，社会的望ましさなどの文脈要因を受けずに ACT
のプロセス変数の程度の測定することが可能になると
考えられる。

本研究の目的

　IRAP を用いて ACT のプロセス変数の測定を試みた
研究はいくつか散見されるが（e.g., Hooper, Villatte, & 
McHugh, 2010），その他にも，どのような研究が存在
するのかについて，全体像が明らかではない。そこで
本研究では，IRAP を用いて ACT のプロセス変数の測
定した研究を概観し，IRAP による ACT のプロセス変
数の測定手法や IRAP の有用性について整理すること
を目的とする。

方　　法

　文献検索は，Web of Science と Science Direct を用
いた（2019 年 6 月 9 日時点）。文献の検索に“Implicit 
Relational Assessment Procedure”をキーワードとして
検索したところ，173 の文献が抽出された。その中か

Figure 1　心理的非柔軟性モデルと心理的柔軟性モデル。
Note．Hayes, Strosahl, & Wilson （2012 武藤監訳 2014）から引用
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ら，IRAP を用いて ACT のプロセス変数および ACT
に関連した変数の測定を行った論文を抽出した。その
結果，IRAP によって，体験の回避を測定対象とした
研究が 3 件，脱フュージョンを測定対象とした研究が
1 件 , 抑うつ IRAP の得点と体験の回避の関連を検討
した研究が 1 件の計 5 件が抽出された（Table 1）。

体験の回避の測定を試みた IRAP研究

　体験の回避の測定を試みた IRAP の研究として，
Hooper et al.（2010）がある。この研究では大学生 50
名が思考抑制群とマインドフルネス群に振り分けられ
た。Pre において，体験の回避 IRAP と AAQ-II が測定
された。次に参加者の不快感情を誘発されるために
International Affective Picture System の死体画像を見せ
た。その後，思考抑制群には，思考抑制の介入を行い，
マインドフルネス群には，注意焦点型の介入を行っ
た。介入の教示には，それぞれ 10 分間の音声ファイ

ルが用いられた。そして，Post において，再び体験の
回避 IRAP と AAQ-II が測定された。その結果，マイ
ンドフルネス群において，体験の回避 IRAP の得点が
有意に改善していたことが証明された。一方で，
AAQ-II の得点には変化が見られなかった。また，思
考抑制群の体験の回避 IRAP 得点には変化が見られな
かった。これらの結果から，AAQ-II のような質問紙
よりも IRAP の方が体験の回避の程度を測定出来る可
能性が報告された。限界としては，IRAP の課題を達
成できない者の多さが挙げられた（Table 1）。
　次に，Drake, Timko, and Luoma （2016）は，体験の
回避を測定する IRAP を作成し，その信頼性と妥当性
の検討を行った。体験の回避 IRAP を再度作成した理
由として，Hooper et al.（2010）が作成した体験の回
避 IRAP の結果は，IRAP の合計得点を用いており，
各項目の詳細な結果が不明であること，また，体験の
回避 IRAP と AAQ-II の相関が示されなかったこと，

Table 1

ACT に関連した変数を測定した IRAP 研究
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IRAP の達成率も 52% と低いことが挙げられた。さら
に，ネガティブ情動の刺激項目のみが用いられていた
ため，IRAP の回答中にネガティブ情動をなくすとい
う文脈が参加者の中で作られ，体験の回避の得点が高
く な る 問 題 点 が あ っ た。 そ の た め，Drake et 
al.（2016）では，ポジティブ情動の刺激項目も IRAP
項目に含め，回答のバランスを改善するという目的が
あった。73 名の大学生が参加し，体験の回避 IRAP の
妥当性を検討するためにブレスホールディングタスク

（苦痛耐久の行動指標であり，呼吸を止める時間が短
いほど苦痛耐久が低い），AAQ-II，Drexel Defusion 
Scale（Forman, Herbert,  Juarascio, Yeomans, Zebell, 
Goetter, & Moitra, 2012）（得点が高いほど脱フュージョ
ンの程度が高い）との関連が検討された。
　研究の結果，ブレスホールディングタスクと体験の
回避 IRAP に相関は見られなかった。また，仮説に反
し，AAQ-II 得点（この研究では，得点が高いほど体
験の回避が低い）と「私は不安を受け入れる」という
体験の回避 IRAP 項目の得点（得点が高いほど体験回
避が高い）に正の相関が示された（r=.37）。それ以外
の体験の回避 IRAP 項目については，AAQ-II との相
関はみられなかった。
　また，この研究では副次的に Drexel Defusion Scale
と体験の回避 IRAP の関連についても検討が行われ
た。その結果，体験の回避 IRAP の一致試行の平均反
応潜時と不一致試行の平均反応潜時はそれぞれ Drexel 
Defusion Scale 得点との間に負の相関を示した（順に，
r= － .504，r= － .322）。これは，一致試行や不一致試
行における反応潜時が短いほど，Drexel Defusion 
Scale の得点が高い（脱フュージョンが高い）という
結果であった。一方で，体験の回避 IRAP の「私は不
安を受け入れる」，「私は不安を取り除こうとする」と
いう項目および体験の回避 IRAP の合計点は仮説に反
して，Drexel Defusion Scale の得点との間で正の相関
を示した（順に , r=0.41，r=0.34, r=0.37）。これらの
結果をまとめると，体験の回避 IRAP の項目得点と体
験の回避や脱フュージョンの尺度との相関は仮説通り
には示されなかった。その一方で，体験の回避 IRAP
の反応潜時が短い者は脱フュージョン尺度の得点が高
いことや，体験の回避 IRAP を達成できた者は，体験
の回避が低いことが示された。今後の展望としては，
異なる参加者（例：臨床群など），刺激項目，行動指
標（例：コールドプレッサー課題，不快な画像への注
視時間）を用いて IRAP との関連を検討することや，
介入によって IRAP の得点が変化するかを検討してい
く必要性が述べられた。
　体験の回避に関連した IRAP の研究として，最後に
Levin, Haeger, and Smith （2017）の研究を挙げる（Table 
1）。この研究では，体験の回避の中核的な言語プロセ
スと想定される情動評価（Emotion Judgement）に焦

点が当てられた。IRAP が用いられた理由として，
AAQ-II などの体験の回避の質問紙では，複数の項目
が存在するため，体験の回避がどういう言語プロセス
によって引き起こされているのかが不明確であるとい
う問題が挙げられた。また，顕在指標では，体験の回
避の特徴から，参加者が不安を感じていたとしても評
定を低く回答する可能性が考えられた。これらのこと
から，「不安―悪い」，「リラックス―良い」などの文
字刺激を用い，情動評価 IRAP と体験の回避や社交不
安との関連が検討された。この研究には，大学生 77
名が参加し，実験室に来室後，情動評価 IRAP，AAQ-
II，Five Facet Mindfulness Questionnaire-Non Judgement

（Baer, Smith, Hopkins, Krietemever, & Toney, 2006）（以
下，FFMQ-NJ とする），Public Speaking Task，スピー
チに関する質問紙への回答が行われた。この研究の一
つ目の目的は，情動評価 IRAP を作成し，AAQ-II や
FFMQ-NJ との相関において，収束的妥当性の検討を
試 み る こ と で あ っ た。 二 つ 目 の 目 的 は，Public 
Speaking Task に対する実際の行動（スピーチ時間），
心拍数，スピーチに対するウィリングネス（前向き度）
と情動評価 IRAP の関連を検討することであった。
　研究の結果は，「不安―悪い」という IRAP 項目得
点（得点が高いほど情動評価バイアスが高い）と
AAQ-II，FFMQ-NJ との相関は順に r=0.29，r=0.31 で
あり，収束的妥当性が示された。一方で，「安心―悪
い」という IRAP 項目得点（得点が高いほど情動評価
バイアスが高い）と AAQ-II，FFMQ-NJ の相関は，仮
説に反し，負の相関が示された（順に，r= － 0.30，
r= － 0.31，）。二つ目の研究目的の結果について，ス
ピーチ中の心拍数の増加は，スピーチ時間の減少と
ウィリングネスの低さと関連した。また，「不安―悪
い」という IRAP 項目の得点が高い者は，心拍数が増
加するとスピーチ時間とウィリングネスが減少した。
その一方で，「不安―悪い」という IRAP 項目の得点
が低い者は，心拍数が増加した場合においても，ス
ピーチ時間やウィリングネスの減少は見られないとい
う結果が示された。これらの結果から，Levin et 
al.（2017）は，不安は悪いというバイアスが最も体験
の回避に関連している可能性を明らかにした。また，
体験の回避の質問紙よりも，IRAP（即時的で自動的
な認知）が体験の回避において重要な役割を果たして
いる可能性を示した。今後の展望としては，ACT や
認知療法によって，情動評価 IRAP の得点が変化する
のかを検討することが挙げられた。

脱フュージョンの測定を試みた IRAP研究

　脱フュージョンの測定を IRAP によって試みた研究
として，Kishita, Muto, Ohtsuki, and Barnes-Holmes（2014）
が挙げられる（Table 1）。この研究の参加者は社交不
安傾向がある大学生で，脱フュージョン群 12 名と統
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制群 12 名に分けられた。参加者はベースラインと
Post において，5 分間のスピーチ課題，不安 IRAP に
回答した。脱フュージョン群には，ワードリピーティ
ングテクニックという脱フュージョンを促進させる介
入を行い，統制群には日本に関する記事を 5 分間読ま
せた。その結果，脱フュージョン群の不安 IRAP の一
致試行と不一致試行の反応潜時がベースライン時から
Post にかけて減少したことが示された。一方で，統制
群の不安 IRAP の一致試行の反応潜時には変化が見ら
れなかった。これらの結果から，IRAP が脱フュージョ
ンの指標として活用できる可能性が示された。今後の
展望として，長期的な臨床的変化を IRAP が予測でき
るのかについて検討する必要性が述べられた。

抑うつ傾向と心理的柔軟性の関連を検討した
IRAP研究

　最後に，Hussey & Barnes-Holmes （2012）の研究に
ついて述べる。この研究は，直接的に ACT の変数を
IRAP によって測定してないが，抑うつ傾向を測定す
る IRAP と AAQ-II（心理的柔軟性）との関連を検討
している。実験参加者は，非抑うつ傾向者 15 名と抑
うつ傾向者 15 名が実験に参加した。Pre において，
AAQ-II，抑うつ IRAP，気分の程度が測定され，その
後，悲しい気分の誘導が行われた。Post において，
AAQ-II，抑うつ IRAP，気分の程度が測定された。そ
の結果，抑うつの程度が低い人は，気分誘導前後にお
いて，抑うつ IRAP の得点に変化は見られなかったが，
抑うつの程度が高い人は，気分誘導の前後において，
抑うつ IRAP のネガティブな情動に関連する得点が高
まった。また，AAQ-II の得点が高い人（心理的柔軟
性が高い）は，気分誘導前後において，抑うつ IRAP
の得点に変化は見られなかったが，AAQ-II の得点が
低い人（心理的柔軟性が低い）は，気分誘導前後にお
いて，抑うつ IRAP のネガティブな情動に対する得点
が高まった。これらのことから，Hussey & Barnes-
Holmes （2012）は，悲しさの気分誘導手続きは，中程
度の抑うつ者における即時的な関係反応（IRAP の得
点）に影響を与える可能性を示唆した。

先行研究の実験手法について

　本研究を整理すると，Hooper et al.（2010），Kishita 
et al.（2014）は，2 群設定であり，実験群にマインド
フルネス介入や脱フュージョン介入を行い，統制群
は，思考抑制や本を読むという介入が行われた。そし
て，実験群において，IRAP の得点が ACT 介入の影響
を反映するかどうかを検討した。そして，IRAP を用
いて ACT のプロセス変数を測定できるかどうかを明
らかにした。ここでは，実際に，ACT に関連した介
入が体験の回避 IRAP（Hooper et al., 2010），脱フュー
ジョンの IRAP（Kishita et al., 2014）の得点を変化させ，

IRAP が ACT のプロセス変数を測定する指標として有
用である可能性が示された。
　一方で，Drake, Timko, Luoma（2016）は，体験の回
避 IRAP とブレスホールディングタスクや AAQ-II，
Drexel Defusion Scale の相関を検討し，妥当性の検討
が 行 わ れ た。 し か し な が ら，AAQ-II や Drexel 
Defusion Scale と体験の回避 IRAP の相関は仮説通り
には示されなかった。Hooper et al.（2010）においても，
AAQ-II と体験の回避 IRAP は無相関であり，これら
の知見をまとめると，IRAP と既存の尺度（体験の回
避など）との相関を検討する方法では，IRAP による
ACT のプロセス変数測定の妥当性を検討することが
難しいと考えられた。一方で，情動評価 IRAP の妥当
性の検討を行った Levin et al.（2017）の研究では，
AAQ-II や FFMQ-NJ と弱い正の相関が示され，収束的
妥当性が示されるという結果になった。これらの結果
から，Hooper et al.（2010）や Drake et a.（2016）が作
成した IRAP の項目は，AAQ-II によって測定してい
る体験の回避との関連が示されにくい内容であった可
能性が考えられる。一方で，Levin et al.（2017）が作
成した情動評価 IRAP の項目は AAQ-II との間に弱い
正の相関が示された。これらの結果から，Levin et al. 

（2017）が用いた情動評価に関連した IRAP の項目が
AAQ-II で測定される体験の回避との関連が強いこと
が考えられた。

ACTプロセス変数における IRAPの有用性

　ACT のプロセス変数の測定に IRAP を用いる有用性
としては，一つ目は，ACT 介入が個人に与える影響
を反映できる可能性がある点である（e.g., Hooper et 
al., 2010; Kishita et al., 2014）。特に，Hooper et al. （2010）
では，質問紙よりも IRAP の方がマインドフルネス介
入が実験参加者に与える影響を測定できることが示さ
れた。二つ目は，Levin et al.（2017）の研究にみられ
たように，スピーチ場面などの心理的負荷がかかる状
況下での行動を質問紙よりも予測できることである。
行動を予測できる領域については，状況や回避の対象
によっては，質問紙の方が予測できる可能性もあるた
め， 解 釈 は 慎 重 に す る べ き で あ る が，Levin et 
al.（2017）は IRAP を用いることで，要求特性などの
要因も排除できるため，実際の回避行動の予測に
IRAP が適している可能性を考察で述べている。

さいごに

　本論考では，ACT のプロセス変数を測定するうえ
で，IRAP を用いた研究手法やその有用性についてレ
ビューを行った。しかしながら，IRAP の測定方法に
も限界がある。例えば，IRAP の課題が達成できない
参加者が多い点が挙げられる。Hooper et al.（2010）
において IRAP を達成できた者は実験参加者の 52%
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であり，Drake et al.（2016）では 59% であった。また，
質問紙と比較して IRAP は測定時の参加者の負担が大
きいことが考えられる。本論考から，IRAP は ACT 介
入の実験参加者への影響を上手く反映できる可能性や
実際の回避行動の予測に優れていることが示唆され
る。そのため，上記の限界を克服した測定ツールの開
発が期待される。　
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